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9
谷口

2024/10/10

鳳凰三山
2024/9/28-29

谷口

西川、吉田、鈴木み

9/28(土)くもり
3:30 本社集合
8:10 夜叉神登山口
9:10 夜叉神峠
11:20 杖立峠
13:20 苺平
14:10 南御室小屋

二日共に雨予報だが強くは降らないと予想して決行。登山口では降っておらず順調なスタート。鳳凰三
山へのアタックは二日目と決めていたので初日は南御室小屋まで。早く着いても仕方ないのでコースタイ
ムでは13時着のところ、たくさん休憩を取り14時着を目指す。南御室小屋までのルートは主に樹林帯で、
大部分は緩い登りが続く。そんな樹林帯をのんびりキョロキョロと歩いていると足元に沢山きのこが生え
ていることに気づく。最初は食べられなさそうなキノコばかりだったが、のちに綺麗なタマゴタケを見つけ
る。誰が言ったのか、焼いて食べようということになり収穫。さらに登っていくと他にもタマゴタケを見つけ、
人数分のタマゴタケは確保できた。ほかにもよくわからないキノコを見つけては”ドラヤキタケ”だとか”マ
ツザキシゲルタケ”だとか勝手に命名しながら進み、南御室小屋に到着。予定通りの14時到着だった。す
ぐテント設営し乾杯。おつまみにタマゴタケを焼き、塩と粉末うどんスープで味付けをしておそるおそる食
べる。これがおいしい。欲を言えばバターと醤油が欲しくなる。半分は塩焼きにし、また半分は晩御飯の
キノコ鍋に入れておいしくいただいた。たくさん食べ、暗く寒くなってきたので20時消灯、就寝。
二日目は4時起床。昨日のキノコ鍋の出汁で雑炊を作り朝ごはんにする。5時登山開始。南御室小屋か
らすぐの少し急な斜面を登りしばらく行くと薬師岳小屋につく。薬師岳山荘付近は樹林帯を抜けており、
ガスが良く流れてたまに山容が見えていた。難所もなく薬師岳を通過、観音岳へ到着。観音岳で手ぬぐ
い写真を撮った後少し降りて登り返し、地蔵岳のオベリスクまで到着。オベリスクを少し探索し休憩したの
ち帰り始める。二日目は雨がぱらつくときがあり、レインコートを着ると止むような雨が繰り返していたが、
南御室小屋に着く頃には継続的に降り始める。帰り道でもキノコ探しに専念し、お土産の特大タマゴタケ
を発見。壊さないよう慎重に手持ちで持ち帰り、小雨の中（這う這うの体で？）駐車場に到着、下山。芦安
の金山沢温泉に入り、おいしいとんかつを食べ、帰路についた。

問題なく冬山合宿の下見ができたと思います。前半樹林帯は特に危険個所はなし、南御室小屋か
らは荷物を置けるので楽に行動できると思います。薬師岳付近は岩が出てくるので、雪が少ない場
合はアイゼンをつけるのか難しいコンディションになるかもしれないです。適度に雪降ってくれて、無
事冬合宿が実施できることを願っています。

冬山合宿偵察

谷口

南アルプス

9/29(日)くもり～あめ
5:00南御室小屋
6:10 薬師岳小屋
6:30 薬師岳
7:00 観音岳
8:30 地蔵岳
10:30 観音岳
11:10 薬師岳
12:10 南御室小屋
14:20 杖立峠
15:20 夜叉神峠
16:10 夜叉神登山口
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